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南海トラフ巨大地震の震源域

黄色の範囲 ：東海・東南海・南海地震の3連動（M8.7）
実線の範囲 ：南海トラフ巨大地震（プレート境界地震単独 M9.0）
紫色の海域が付加 ：南海トラフ巨大地震（津波地震が連動 M9.1）
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南海トラフ巨大地震が起これば
どうなるのか（１）

• 大阪府全域でほぼ震度6弱

･････立っておれない揺れが1分（M8ｸﾗｽ）

･････ 3分（M9ｸﾗｽ）

• 川沿いを中心に液状化被害が発生

• 津波の第1波は2時間後に天保山に来る。

• 3大水門（安治川、尻無川、木津川）は地震の揺れと
液状化で開いたまま、閉まらない。

• 津波は堂島川、土佐堀川の護岸からあふれ、御堂筋、
堺筋などが川になる。

• 20分後にキタとミナミの地下街は水没する。

• 市内は、御堂筋以西は浸水し、地下鉄は水没する。







南海トラフ巨大地震が起これば
どうなるのか（２）

• 大阪府内の住宅・マンションの家具はすべて転
倒する（家具の転倒防止は役に立たない）。

･･･････新しいビルは大きく破損しない。

• 停電が1週間以上継続し、そうなると水道、通信
もダメになる。

• ガソリンスタンドでは給油できない。

• 市内は液状化で道路が寸断し、浸水して橋の取
り付け部が沈下し、通行不能になる。

• 阪神高速道路、全鉄道、大阪メトロ、モノレール
は運行停止、人流・物流は停止
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例 2000年東海豪雨水害の教訓が

生かされてない

建築デザイナーの水没危険性の無視

梅田界隈は浸水
の深さは約2m



2012年10月29日ニューヨーク
地下鉄駅がハリケーン・サン
ディの高潮氾濫で水没した。



すべて起こり方が
異なる!



南海トラフ巨大地震による大阪府の被害
地上の死者数：133,891人（地震の揺れと津波）

地下空間での犠牲者は含んでいない。

住民が負傷者を病院に連れて行くしか方法はない！



大阪市域の地下鉄路線、地下街など
の水没の危険性

• 大阪の地下街と地下鉄の総容積:約1,500万m3

• 南海トラフ巨大地震が淀川河口と大和川河口の直線距離
約7.5kmで海岸護岸を越流すると仮定すれば、津波1波で
市街地に入る流量は、1.88億m3

• 大阪の海抜ゼロメートル地帯は約124km2で、ここに1m浸
水した場合の浸水量は、1.24億m3

• つまり、1.24＋0.15=1.39億m3＜＜1.88億m3

• 津波は大きなものは6波、約6時間継続するから、6波で約
6億m3以上が流入する。つまり、大阪市域の海抜ゼロメー
トル地帯は、地下街、地下鉄など地下空間を含めすべて
水没する危険がある。

• ビルの地下駐車場はすべて水没する。



0.5

大阪府下
の大阪市区部・市町村別

死者数分布と
液状化による初期浸水域



大阪府下の市町における津波犠牲者数（人）







大阪市は初日、100％
断水する。一方、火
災は94件発生すると
予測されている。





大阪市は初日、100％
断水する。一方、火災
は94件発生すると予
測されている。











洪水と高潮

・被害が大きい洪水：淀川、大和川の破堤氾
濫

とくに淀川は計画上、200年に一度の大雨

でもはん濫が起こらないことになっている
が、実際は60から70年に一度の大雨で氾
濫する。

・もし、市街地はん濫が発生すれば、地下空
間・地下鉄網の水没は必至である。



西日本豪雨が淀川、大和川流域
に降ればどうなるのか（１）

• 大阪で1時間50㎜以上の雨が降れば、マン
ホールから雨水が逆流し、道路浸水が起こる。

• 昨年の西日本豪雨（400mm強）が降れば、淀

川も大和川も氾濫する危険があった（計画で
は24時間で360㎜）（現在は2日で500㎜）。

• 去年、西日本豪雨は824億トン降ったが、
2017年ハリケーンハーヴィでは1000億トン
降った。



大規模氾濫災害

• 地球温暖化の継続による極端現象の発生（極端な豪雨
と渇水の共存、長期的には渇水）

• 1000年に一度程度の豪雨による一級河川の洪水氾濫
解析は終わっており、浸水予測図が公開されている。

• 洪水については連滝災害の全国的な頻発と被災初体
験の自治体続出（例：寝屋川の内水・外水同時氾濫）

• 高潮は、伊勢湾台風からスーパー室戸台風にモデルを
変え、計画高潮はO.P.+5.2mからO.P.+6.2mに改定する
必要がある。

• 南海トラフ巨大地震による津波は、天保山で3.8mとなる。
これに海面上昇の20㎝を加えると、改定が必要な高潮
と同じ、O.P.+6.2mになる。

• 停電するので、排水に長時間を要する。





大和川





3月調査 テキサス州

ヒューストン市役所前にて

学識者・国土交通省・内閣府合同調査団



Story Map

・ハザードマップ 危険度をGISで表示

https://arcg.is/Dr54a

https://arcg.is/Dr54a
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TMC Major Garage Locations
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TMC FAS – one positive during Harvey – No 

Flooding

 Flood 
Doors/Gates

 Facility 
Parking Lots 
and 
Entrances

 Communicati
ons

 Operations
 Training

36





Detention or Retention Ponds for Flood Control



4日(火) 12時50分
徳島県阿南市上陸 950hPa

4日(火） 14時
兵庫県明石市付近上陸955hPa

大阪：962ｈPa



T.P.+3.29m

2.93m（1961年第二室戸台風：937hPa）



関西国際空港の最高潮位：T.P.+1.67m=O.P.+2.97m
大阪港の最高潮位 ：T.P.+3.29m=O.P.+4.59m

(1.62m高かった)





砕波と越波による海水の浸入







新しい計画高潮の検討





水門の内側（市内側）の河
川護岸は約0.9m基準より低
い。O.P.+4.3m
（O.P.+3.5m+余裕高80㎝）

65m

水門の外側(海側）の河川・海岸護
岸は約１．４ｍ基準より高い。
O.P.+6.6m
（O.P.+5.2m+1.４m）



国道2号線 淀川大橋の高潮の状況
高潮のピーク：O.P.＋5.28m

胸壁（パラペット）の高さ：O.P.＋8.1m
まだ、2.8mの余裕があった。



災害前の減災対策（日常防
災）による被害減少

予防力

対策前の想定被害の大きさ
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能
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